



みなさんの子ども達への教育を基本に言葉を磨き対話を高めていきましょう 
こ たち

　長崎平和祈念式典で、被爆者代表の西岡洋さんが読み上げた「平和への誓い」は、被爆された
ながさきへ い わ き ね んしきてん ひ ばくしゃだいひょう にしおかひろし よ あ へ い わ ちか

当時のケガの生々しさと、一方で、ケガはさほど見られなかった方々が次第に次々となくなっていっ
とうじ なまなま いっぽう かたがた し だ い つぎつぎ

た事実を明らかにされ、聞く人の心にどれだけ戦争と原爆の被害の無念さをうったえかけたことでし
じじつ あき き せんそう げんばく ひ が い む ね ん

ょうか。西岡さん達の活動にノーベル平和賞が授与されたことは日本に住むものとして大変嬉しかっ
にしおか たち かつどう へ い わしょう じ ゅ よ うれ

たです。「平和につながるこの動き」を継承していきます。

へ い わ うご けいしょう

　また、鈴木長崎市長のことばの中の「たとえ一人ひとりの力は小さくとも、それが結集すれば、
すずきながさきしちょう けっしゅう

未来を切り開く大きな力に」「相手を知り、対話や交流を重ね、理解し、小さな信頼を重ねていく」
みらい き ひら お お き なちから あ い て し た い わ こうりゅう かさ り か い ちい しんらい かさ

ことなどから市民どうしのつながりを地球規模で交流すると宣言されました。全世界の人々が「
しみん ちきゅう き ぼ こうりゅう せんげん ぜんせ か い ひとびと

地球市民」として平和をつくる行動をしようと話されています。国を超えた市民感覚「地球市民」
ちきゅうし み ん こうどう はな くに こ し み んかんかく

は世界にも理解されやすい言葉ではないでしょうか。

せ か い り か い こ と ば

　そして、大石長崎県知事のことばの中の、「ここ長崎で消えることのない記憶は、決して人ごとで
きおく け っ し てひと

はなく、いつでも「あなた」へ起こりうる現実である」ことからは、本校の学校教育目標にもある
当事者意識の視点と関連しており、進むべき道標に向かって背中を押された感じがしました。

と う じものい し き して ん かんれん 道しるべ お かん

　大石長崎県知事は、留学先の アメリカの大学の授業で「戦争を早く終わらせるために、原爆
りゅうがくさき だいがく じゅぎょう はや お

投下は正しかった」という意見の海外の学生にであったそうです。その場で、同知事は、「原爆は投
とうか い け ん かいがい がくせい ば どう

下してはならなかった」との自分の意見や「長崎出身」を明らかにしたことで、その授業の雰囲気が
じぶん しゅっしん あき ふ ん い き

一気に変わったという経験についてインタビューで語っていました。同知事は、その時を振返り「
けいけん かた とき ぶりかえ

発言者の受けてきた教育の影響が大きかった。」と話されていました。各々が受けた教育に基づい
はつげんしゃ きょういく えいきょう おのおの う もと

て、それぞれが意見を交わしたのだと思うとのことでした。海外の学生は、彼らが受けてきた教育
か かいがい がくせい

に基づいて意見を述べた。同知事は、被爆について長崎で受けてきた教育を基にして話したに過ぎな
もと ひ ばく す

いと。この経験から、同知事は、受けてきた教育を基に「対話」が双方の理解を深め、一緒に何か
たいわ そうほう ふか いっしょ なに

を進めて行く上で合意形成される必要があると述べています。更に、その対話の質は「言葉」
すす い うえ ご う いけいせい ひつよう の さら しつ こ と ば

の力の強さが非常にあるとも語っておられ、言葉は「命をつなぐ力を持ったもの」と話されていまし
ちから つよ ひじょう かた いのち

た。ただ、それで終わらず「対話だけでも解決できない問題もたくさんある」と、現実の難しさ
お もんだい げんじつ むず

も述べておられます。だからこそ、それ以上に人との繋がりの重要さも指摘されています。

の いじょう つな じゅうよう して き

　本校で行なっている教育をより大切にして、日本でしか学べない教育、枚方市民としてしか学べな
い教育を基に、子ども達がまずは、家庭の平和をつくる大人になって欲しいと思います。家庭で、対
話を、地域でも言葉を磨き対話を積み重ねていきましょう！
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